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昭和43年の海外関係業務をふりかえって.

昭和42年度は地質調査所に海外地質調査協力室が新

設され沿海鉱物資源探査および地下水開発の2つの集

団研修コｰスが海外技術協力事業団と協同で発足するた

どともかく地質調査所の海外関係業務に関しては画期

的な年であった.

昭和43年はこれら新しく出発した業務を大切に育成

し正しい方向に発展させるべき年であり発足してみ

て明らかにたった多くの問題点をひとつひとつ解決す

るよう努めてきた.さきに(地質ニュｰス160号)昭

和42年度海外関係事業の概略を紹介したがここにはそ

れ以後の実施状況を述べてみよう.

1海外研究員(留学)関係

昭和43年度海外研究員は燃料部坊城俊厚か海洋地

質でアメリカに応用地質部長谷紘和が写真地質でア

メリカにそれぞれ昭和44年新春早々出発の予定である.

なお昭和42年度海外研究員のうち技術部地球化学課

柴田賢(カナダ地質絶対年代)安藤原(アメリカ

地球化学)地質部河内洋祐(ニュｰジｰランド深成

岩)はそれぞれ1年の留学延期を認められ引き続き海

外留学を実施する.物理探査部金谷弘(フランス

放射能探査)は3ヵ月の延長を認められ11月地質部

平山次郎(ソ連構造地質)は9月にそれぞれ所期の目

的を達成して帰国し今後の活躍が期待されている.

2研修員の受入れ

溝ノロ本所内に新設された研修所

1階:実験室2事務室12階:講議室2談話室1

海外地質調査協力室

2つの集団研修の発足とともに認められた研修所の建

物は42年度末すなわち43年3月末に港ノロ庁舎構内に

落成した.この建物は鉄骨プレハブ2階建的330m2

のしようしやた造りで2つの講議室2つの実験室の

ほか談話室事務室を備え各国からきた研修員たちも

自分たちの専用勉強室をもったことを非常によろこん

でいる様子である.放お6月にささやかな開所式を

行なったカミたまたまエカフェ会議のため来日中だった

エカフェ事務局産業天然資源部長メノン氏同次長リｰ

氏が出席され地質調査所の研修に対する熱意に対し深

い感謝の意を表明された.

集団研修コｰスは42年度とほぼ同様の教課内容で始

められたが本年度は地下水開発コｰスにエカフェ地域

外のエチオピアから1名の研修員が参加しているのカミ

目立っている.またかねて要請のあったユネスコの

推薦による沿海鉱物資源探査研修員については本年度

は手続きが間に合わず実現できなかったのは残念であ

った.

沿海鉱物資源探査集団研修コｰスについては6月東

京で開かれたエカフェ沿海鉱物資源共同探査調整委員会

で各国代表から感謝の意が述べられ今後も拡大継続

を希望する発言が多かった.

さらに8月にイランで開かれたエカフェ地質専門家

会議では現在の2つの集団コｰス以外にも新しいコ

ｰスの開設を希望する発言が日本代表に寄せられている.

43年度の個別研修としてはコロンボプラン等による

研修所開所式(媚.6.8)に来所した工カフェ事務局幹部A.G.Menon

(産業天然資源部長)C.Y.Li(産業天然資源部次長)�
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もの3(うち1名は未定)国連関係1がある.前者

の1つとして中華民国台湾から許當次氏が3ヵ月の予

定で地化学探査の研修のため研修中である.､他はいず

れも44年早々に来日の予定である.狂お日仏学術交

流による研究員としてLVia11efond氏が鉱床部で研

究中である｡

沿海探査集団研修(43.5,15～43.12.15)

国籍

ビルマ

〃

中国

〃

インドネシァ

韓国

マレｰシァ

フイリピン

タイ

氏名

����

Welli軸㎝PoNi

ChinChe瓦gHu

�����

DibyoKuntjoτoMardjono

金州泰

K㎝gKayLi加

Or1胆deAbarquez

KietSakdejayo口t

現職

人民石油公杜

人民石油公杜

申国石油公杜

中国石油公杜地質部

鉱山局開発管理部地球物理課

地質調査所地球物理部

鉱山局

鉱山局

開発省麻用地質部

地下水開発集団研修(43.&7～43.11.26)

国籍�氏名�現職

アフカ_スタ��

ン�SherPadsム出Yor�農業灌潮1省水文調査所

ビルマ�UTi皿MyiIlt�公共事業公社厘生部

セイロン�A.D.Mii1e▽他matc止y�灌灘局

インドネシァ�SugengK揃odihardjo�公共事業局水資源部

イラン�A止madGhoja11u�公益事業省水理部さく丼課

ラオス�An伽tSi㎜asingh�公共事業省さく井部

バキスタン�Moha皿madKhurs止idAl…m�

タイ�Wib阯Wu砒k…㎜okk胴�

エチオピア�Ep吐e固eG口ade�天然資源省地質調査所天然資源省地下水部地下水開発課

��公共事業省永資源部

3専門家派遣等

43年中には.前年に引続きエカフェ事務局エクァド

ノレサウジアラビアおよびトノレコに長期派遣員カミおり

6ヵ月以下の短期派遣および海外受託による専門家派遣

の要望は引続き多い.またエカフェの会議中非公式

ではあるが各国の代表か亭技術協カに関する申入れが

ありそれらほ次年度にかけて実現に向かうものと､慰わ

れる､

エカフェ沿海鉱物資源共同探査調整委員会のあっせん

により台潮ζ派遺された腫折地震探査班が台湾西部で

行なった探査は多大の成果をおさめこの種プ滋ジエク

トについては委員会加盟各国から引続いて行匁簑よう

要請が出書れている三

圓

電1鰯/

汕醐質調査/�石和田靖軍�フイリピン�43.3.20～{3.4.19

�名敢博夫�〃�〃

�小川克郎�〃�〃

金属鉱床調査�高鹿清�インドネシァ�43.6.4～43.8.9

汕岨地震深査/�陶山薄港�台湾�43.6.17～43.8.3

�鎌国溝吉�〃�〃

�井上英二�〃�〃

窯薬原料調査�大塚寅雄�台湾�43.7.3～43.7.29

銅鉱床調査�看原舜三�カナダ�43.8.1～43.10.1

電源地麗探査/�市川金徳�エクアドル�43.8.26～43.11.26

�駒井二郎�〃�〃

�井波和夫�〃�〃

銅鉱床調査�東野徳夫�チリｰ�43.8.29～43,11.29

地熱流調査�馬場健三�韓国�43.11.20～43.12,21

石和田靖章41g

(2)昭和45年以前に振遣され本年帰国

金属鉱床調査1竹囲英夫1-1ア1ル

40.9.27～43.12.27

(5)昭和45年以前に派遣され現在出張中

���

術顧門

金属鉱床調査

地下資源調査/

し

佐野洩一

択俊明

広川治

東元定雄

五十嵐俊雄

松田武雄

高橋清

磯山功

桑形久夫

タイ

トルコ

サウジアラビア

〃

〃

〃

〃

〃

〃

42.6.22～

42.6.27～

42.11,15～

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4国際会議

43年6月に第5回エカフェ沿海鉱物資源共同探査調整

委員会が高輸プリンスホテルで10目問にわたり開かれ

た.目本で開かれるのは第2回委員会に続いて2回

目である.白本側は佐藤所長を主席代表として総員

22名うち地質調査所からは7名カミ参加しまた早川物

理探査部長は技術顧門としてアドバイサリｰグノレｰプ

会議およぴ本全議を通じて活躍した.

佐藤所長は本会議の議長に選出され終始会議をリｰ

ドしたが本委員会に関係ある国際協カの面で目本の果

している役割カミ大きいこともあって各国から感謝のこ

とばが述べられるとともに今後の協カを期待する声も

盛んであった.この会議は年とともに盛んになり本

年はタイベトナムカ茎加盟国となったほかインドネシ

アマレｰシァがオブザｰバｰとして出席した.

第7回エカフ皿地質専門家および鉱物資源開発小委員

会は?月2蝸から8月3目までイラシのテヘランで

開催養れた佐藤所長は目本の首席代表として出席し

関根金属課長カ洞行した昔この会議ではエカフェ域

内の地質調査清動地質図等の編さん鉱業の進歩など

が圭要議題となりいつもなカミら周本の積極的な協カ添

要望された.

国際学会としては4年に1度開催される万国地質学会

議がチェコスロバキアのプラハで8月20目から開催さ�
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対

国別

韓国

台湾

フィリピン

ラオス

ペトナム

タイ

マレｰシァ

ビルマ

インドネシァ

アフガニスタン

バキスタン

インド

セイロン

サウジアラビア

イラン

トルロ

ェチオピア

マダガスカル

アメリカ

カナダ

ニュｰジｰランド

オｰストラリア

西ドイツ

フランス

ルｰマニア

ェクアドル

ァルゼンチン

チリｰ

ン連

合計

最近5年間における海外との交流

38年度

技

術

協

力

�

�

�

�

受

入

研

修

員

�

�

�

�

39年度

技留受

術大

概

協修

力学員

�

㈱

�

�

�

40年度

技

術

協

力

学

受

入

研

修

員

41年度

技

術

協

力

㈺

�

�

学

受

入

研

修

員

42年度

技

術

協

力

�

�

留

学

受

入

研

修

員

れ中村応用地質部長カミ出席した.この会議

は例のソ連軍などのチェコ侵入により途中中

止のやむなきに至ったが出席者に異常はなかっ

た.また同会議と同時に開催される予定であ

った国際鉱物学連合会議は場所をオｰストリ

アのウインに移して開催され砂川鉱石課長が

これに出席した.とくにこの会議では1970年

に日本で同会議カ欄かれる関係からその準備

の打合わせが行なわれた.

国内一般庸勢として石油･非鉄金属資源な

どを海外に求める動きはいよいよ盛んになり

つつあり石油開発公団金属鉱物探鉱促進事業

団動力炉核燃料開発事業団などによる海外調

査か盛んに行たわれる機運になりつつある.

その中にあって地質調査所の行なってきた海外

�

研修員の受入れや海外における基礎的地質調

査の重要性も次第に認識されつつあり高く評

価されてきている.

しかし海外関係業務にたいする所内の組織

的体制はいまだ緒についたばかりで多くの不

十分な点が感晋られ今後十分狂成果を挙げる

には多くの努力を要し同時に所外からも多

くの協力を得なけれぱたらない.

㈸

昭和43年中に来訪した外国人

月目

��

〃

〃

〃

〃

�

㈳

��

�

�

�

㈲

㌱

�㈰

〃

〃

〃

〃

〃

氏名

����潤

坡�爀

奓��

��潴椀

KEBτeu

LEg1δe

国際地震工学研究員10名

Fema皿d

李正換

M虹so口｡

.LlCo皿[anor

J.O.Mo㎎釦

F.A.Gib畠｡n

F.U.]≡子工･a皿｡isco

M.U口t㎜g

����

W.J.Ki皿

����湧

B.K.Hy口n

国籍1

米国

〃

中｡国1

ネノ･一ル

オｰストラリァ

ノルウェｰ

セイロン

国

インドネシア

米国

〃

フィリピン

インドネシア

〃

･国

〃

〃

現職月目

アメリカ大便館アタッシェ

〃

中国石油分杜

鉱山会社

シドニｰ大学名誉教授

二･ネズコ専門家

地質調査所長

地質調査所長

ブルミナ石油会社

スミソニアン薄物館

ミシガン大学

ミネソタ大学

鉱山局

地質調査所

ペルミナ石油会社

地質調査所

ソウル大学

〃

〃

〃

㈰

�

㌀

�

�

㈱

㈶

�

�

�

�㌰

��

��

���

���

��

氏名国籍現職

C.H.Lee韓国地質調養所

W.Joh口5t㎝e米国地質調査所

Ba胞kri5㎞aインド物理研究所

ペンセネフソ連日ソ共同地震探査員

サカデビツチ〃〃

P.Mouτaブラジルペト目グラス石油会社

エE.W趾eアメリカマラソン石油会社

I.W.Warkオｰストラリア教育委員会議長

章藍弘韓国慶北大学

A.Rosenzweig米国ニュｰメキシコ大学

馬大宗中国中国政府聯合鉱業研究所

望国信〃"

A.Dawitエチオピア水資源庁水道局長

Depuisフランスフランス大便館

金鍾換韓国地質調査所

Y.C.Tung中国中国石油分社

Y.C.Cha皿〃〃

呉赫鐘韓国駐目大韓民国使節団�
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現世水盆中のマンガン濃集体の

型とその鉱石化過程②

3砕屠源と火山源の両方の物質を供給される緯盆の

底質中におけるマンガン濃集体

前述の北氷洋とその縁辺海における例は海洋盆での

堆積作用が完全に陸地から搬入される物質だけによって

進行するというもっとも単純た形を示すものである.

しかし現在それとは異なるタイプの水盆も存在する.

それは大西洋･インド洋･太平洋でこの場合には砕屑

源物質だけでたく'火山源物質も供給されしかもその

2つの供給源の役割はそれぞれの大洋によって異たって

いる.

第7表に大洋の面積とその集水域の面積を比較して示

した.その数値からわかるように大洋の海域カミ増大

するにつれてその集水域面積は減少しそしてB:L比

〔大洋の面積(B)と集水域面積(L)の比〕は著しく低下し

大西洋においてはまったく小さくたる.これほ北氷洋

から太平洋へ向う順に溶液も懸濁物も含めた砂層源物

質の海底単位面積あたりの流入量が次第に減少するこ

とを意味する.

同時に火山物質の供給量は前と同じ順序でこの場

合は次第に増加していく.ここでK･サッペル(1927)

の非常に興味深い計算を引用すればその説明には十分

であろう.それによると大西洋一インド洋地域にお

ける活火山(1,500年代以降)の総数は97でその噴出

物の体積は溶岩が30k㎜3火山砕屑物が16～17kms

である.太平洋の枠部には339の活火山が数え上げら

れそれは10ヒ汕3の溶岩314}皿sの火山砕屑物を噴

出している.太平洋の内域においてはK.サッペル

によると10kmヨの溶岩と少量の火山灰物質を噴出した

14の活火山が数えられている.つまり北氷洋から太

平洋へ向う順序に大洋への供給作用における砕屑源物

質の演ずる役割が次第に減少しそれにつれて火山源物

第7表大洋とその供給集水域の圃積の相関関係(km皇)

集水域(｡)1｡:｡

��〳�住��

㈸���住�㌰

��㌮〰〰��

���〰〰��

N.遡.ストラｰホフ著

盛谷智之訳

質の供給の重要さが増大するのである一

もう一つの規則性も重要で特徴的である.北氷洋盆

における堆積速度が場所によって1.25～1.60から4.80

cm/1,000年であるのに対し大西洋のそれは0.85～1.0

c皿/1,000年そして太平洋では0.1～0.05c㎜/1,000年と

算定される(バラノフ･ブリスチアノｰバ1965).い

いかえると太平洋はその縁辺海はいうにおよばず他

の大洋と比べてすらもその堆積速度がきわめて遅いとい

う特徴がある.

大洋のこれらの全特性はその堆積物中におけるFe

とMnの濃集に反映しないはずはない.両元素の分

布はこの場合まったく特異で二つとないような特徴を備

えている.それは太平洋においてもっとも明瞭に現わ

れているのでまず最初にそれについてふれることにし

よう.

大洋1大洋の臓｡)

北米樺

大西洋

インド洋

太平洋

��〰�〰

����〰

����〰

工79,679,000

第8表には太平洋のさまざまなタイプの堆積物の上部

層中における鉄とマンガンの平均含有量をあげた.

この表を詳細に検討するといくつかのまったく興味

深レ､事実が明らかにたる.カラ海･バレンツ海･白海

の陸棚の褐色堆積物中のFeとMnの平均含有量がそ

れと同類の太平洋の陸棚および大陸斜面の堆積物中

におけるよりもいくらか多かったりまた少枚かったり

する.このことは沿岸帯の局地的条件によって規定

されるにちがいない.それに対応Lてマンガン係数

(Mn/Fe比)の値も変化する.太平洋の沖合型〔遠洋性〕

堆積物中の鉄の平均含有量は一般に北氷洋の沖合型堆

積物の場合と同様なつまり5.65±(O.2～O.3%)の水準

にある.マンガンの平均含有量は太平洋の沖合型堆積

物の場合カミ北氷洋のそれに相当する軟泥におけるより

も少たくとも2～2.5倍は大きい.すなわち0.26%に

対して0.50～O.67%とたっている.このことから太

平洋の沖合型堆積物におけるマンガン係数の平均値も

同様に北氷洋の場合の2～2.5倍でO.50に対してO.100

～0,120となっている(0.50の値は鉄について誤差を修

正したあとのものである前述の関連事項参照).この

ように太平洋の沖合型堆積物は北氷洋のそれに比べて

明白にマンガンに富化している.

北氷洋の縁辺海やその海洋域自体においても周知

のように底質上部の薄い褐色皮膜層は鉄とマンガンで�


